
『法
華
取
要
抄
』
に
お
け
る
略

・
広
開
近
顕
遠
に
つ
い
て

大

平

宏

龍

目
　
次

一
、
問
題
の
所
在

二
、
分
文
の
実
際

０
天
台
大
師
の
分
文

①

『法
華
取
要
抄
』
の
分
文

三
、
『啓
蒙
』
等
の
解

四
、
『取
要
抄
』
の
疑
問
点

五
、
『取
要
抄
』
の
理
解
に
対
す
る
私
案

六
、
結
語

一
、
問
題
の
所
在

日
蓮
聖
人

（
一
三
二
二
～

一
二
八
二
、
以
下
、

社
ネ
學
業
　
第
二
十
号

聖
人
）
は

『法
華
取
要
抄
』
（文
永
十

一
年
、
真
存
、
以
下
、
本
抄
）
に



法
華
経

ハ
誰
人
ノ
為

二
之
ヲ
説
ク
乎
。

と
問
を
設
け
、
ま
ず
述
門
正
宗
八
品
の
見
方
に
つ
い
て
、
い
わ
ゅ
る
順
読

・
逆
読
の
両
意
を
示
し
た
あ
と
、

間
フ
テ
日
ク
、
本
門
ノ
心

ハ
如
何
。
答

ヘ
テ
日
ク
、
本
門
二
於
テ
ニ
ノ
心
有
り
。　
百

一
ハ
涌
出
品
ノ
略
開
近
顕
遠

ハ
前
四
味
並
ビ

ニ
述
門
ノ
諸
衆
ヲ
シ
テ
脱
セ
令
ン
ガ
為
也
。
ニ
ニ
ハ
涌
出
品
ノ
動
執
生
疑
ヨ
リ

一
半
並
ビ
ニ
寿
量
品
分
別
功
徳
品
ノ
半
品
。
已
上

一
品
二
半
ヲ
広
開
近
顕
遠
卜
名
ク
。　
一
向

二
滅
後
ノ
為
也
。

と
あ

つ
て
、
本
門
の

「心
」
に
両
意
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
箇
所
は

『本
尊
抄
』
の
同
様
な
論
述
の
箇
所
と
共
に
聖
人
の
法
華
経
観
に
お
い
て
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
過
日
、
管
見
の

一
部

を
発
表
し
た
所
で
あ
る
が
、
今
回
問
題
と
し
た
い
の
は
、
聖
人
が
こ
の

「広
開
近
顕
遠
」
と
規
定
す
る
経
文
上
の
分
節
の
範
囲
に
関
し

て
で
あ
り
、
言
い
か
え
る
と

「広
開
近
顕
遠
」
と
さ
れ
る
部
分
の
文
の
範
囲
が
天
台
大
師
の
分
文
と
異
な
る
と
見
ら
れ
て
い
る
こ
と
に

関
し
て
管
見
を
述
べ
、
諸
師
の
御
批
判
を
仰
ぎ
た
い
と
考
え
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
天
台
と
聖
人
の
見
方
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
言
う

ま
で
も
な
く
聖
人
間
下
教
学
史
上
で
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
例
せ
ば

『録
内
啓
弟
』
に
詳
細
な
論
及
が
あ
り
、
近
く
は
故
浅
井
円
道
博

士
も

『日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
教
学
篇
』
の
中
の

「開
近
顕
遠
」
の
項
目
中
で
違
い
の
あ
る
こ
と
を
認
め
、
「

一
向
滅
後
」
と
い
う
こ
と

を
念
頭
に
置

い
た
判
断
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
広
開
近
顕
遠
に
つ
い
て
の
聖
人
の
分
文
が
天
台
大
師
と
異
な
る
と
い

う
見
方
は
、
ほ
ぼ
定
説
と
な

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
然
し
、
果
た
し
て
そ
こ
に
は
何
の
問
題
も
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
、
分
文
の
実
際

論
点
を
明
確
に
す
る
為
に
、
ま
ず
天
台
大
師
と
聖
人
の
分
文
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。



０
　
天
台
大
師
の
分
文

天
台
大
師
に
よ
る
分
文
の
指
示
は

『法
華
文
句
』
第
九
巻
に
あ
る
。
ま
ず
涌
出
品
釈
の
初
に
、
品
名
を
釈
し
た
あ
と
で

此
ノ
下
ハ
是
レ
大
段
第
ニ
ニ
師
門
之
近
述
ヲ
開
ヒ
テ
仏
地
之
遠
本
ヲ
顕
ス
。
其
ノ
文
ヲ
三
卜
篤
ス
。　
百
一此
レ
従
り
下
、
汝
等
自

当
因
是
得
聞
二
至
ル
マ
デ
ハ
序
段
也
。
ニ
ニ
ホ
時
釈
迦
告
弥
勒
従
り
下
、
分
別
功
徳
品
ノ
弥
勒
ノ
説
ク
十
九
行
ノ
掲
二
至
ル
マ
デ

ハ
正
説
段
也
。
三
二
掲
ノ
後
従
り
下
ノ
十

一
品
半
ハ
流
通
段
云

ヽ
一ム

と
あ
る
の
は
、
天
台
の
法
華
経
に
対
す
る
全
体
の
科
文
、
即
ち
い
わ
ゆ
る

一
経
三
段
と
二
門
六
段

（二
経
六
段
）
の
う
ち
、
後
者
の
場

合
の
中
の
本
門
三
段
に
つ
い
て
の
指
示
で
あ
っ
て
、
周
知
の
事
柄
で
は
あ
る
が
、
図
解
す
れ
ば

（Ａ
）
、

序

段

正
説
段

流
通
段

と
な
る
。
こ
の
う
ち
正
説
段

（正
宗
分
と
も
呼
ば
れ
る
）
の
涌
出
品
後
半

・
寿
量
品

。
分
別
功
徳
品
前
半
が

一
口
に

「
一
品
二
半
」
と

称
さ
れ
る
こ
と
も
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

更
に

『文
句
』
で
は
、

ホ
時
釈
迦
牟
尼
仏
告
弥
勒
ノ
下
、
第
ニ
ニ
正
説
ナ
リ
。
文
ヲ
ニ
ト
為
ス
。
先

二
長
行
、
次

二
掲
頌
ノ
誠
許
ナ
リ
。
後

二
正
説
。
長

『法
キ
ネ
妾
少
』
に
お
け
る
略

・
広
円
逍
顕
え
に
つ
い
て

涌
出
品
の
初
め
か
ら

「汝
当
自
当
因
是
得
聞
」
ま
で

涌
出
品
の
後
半

「ホ
時
釈
迦
告
弥
勒
」
（経
文
は

「ホ
時
釈
迦
牟
尼
仏
告
弥
勒
菩
薩
し

よ
り
分
別
功
徳
品
の

十
九
行
の
偶
の
終
り

「
一
切
具
善
根
以
助
無
上
心
」
ま
で

掲
の
後
、
す
な
わ
ち

「ホ
時
仏
告
弥
勒
菩
薩
摩
訂
薩
」
よ
り
勧
発
品
の
終
り

「作
礼
而
去
」
ま
で



行

二
先
ズ
讃
ヲ
述
べ
次

二
誠
。
乱
ス
勿
レ
、
怠
ル
勿
レ
、
退
ス
ル
勿
レ
ト
誠
シ
ム
。
次

二
許
。
呆
智
ヲ
標
ス
。
果
智
ト
ハ
如
来
ノ

知
見
、
知
見

ハ
妙
果
ナ
リ
。
次

二
化
教
ヲ
開
ス
ト
ハ
宣
示
ナ
リ
。

と
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
図
解
す
れ
ば

（Ｂ
）
、
正
説
段
も
更
に
三
分
さ
れ
、

誠許

一
、
誠
　
許

誠

二
、
正
　
説

「ホ
時
世
尊
説
是
掲
已
」
の
下
よ
り
以
下
、
分
別
功
徳
品
の

「
一
切
具
善
根
以
助
無
上
心
」
ま
で

と
い
う
こ
と
と
な
る
。

次
に
は
、

ホ
時
世
尊
ノ
下
、
第
ニ
ハ
即
チ
正
説
段
也
。
文
ヲ
三
卜
為
ス
。
此
レ
ヨ
リ
去
テ
寿
量
品
ヲ
尽
ク
ス
マ
デ
ハ
正
シ
ク
近
ヲ
開
シ
テ
遠

ヲ
顕
ス
。
ニ
ニ
分
別
品
ノ
初

ハ
総
ジ
テ
法
身
ノ
記
ヲ
授
ク
。
三
二
弥
勒
、
総
ジ
テ
領
解
ヲ
申
ブ
。
初
二
又
二
。
先
ズ
略
シ
テ
近
ヲ

掲        長

頌

一

行

一

占  占
化 果 誠 讃

教 智

許



開
シ
遠
ヲ
顕
セ
バ
執
ヲ
動
ジ
疑
ヲ
生
ズ
。
次

二
広
ク
近
ヲ
開
シ
遠
ヲ
顕
セ
バ
惑
ヲ
断
ジ
信
ヲ
生
ズ
。
略

二
又
二
。　
百

一略
開
、

二
疑

二
因
テ
更

二
請
ス
。
略
開
二
就
テ
長
行
掲
頌
ア
リ
。

と
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
、

の
よ

う   略
に   開
分   近

あ  末
る  ま0  
で

と
な
り 正

開
ま   近

｀

   が     
 `   ｀

｀ 広  略
開  開
近  近
顕  顕
遠  遠
断  動
惑  執
生  生
信  疑

更
に  _  _

弥  総  正
勒  授  開
総  法  近
申  身  顕
領  記  遠

第
二
正
説

（Ｃ
）
と
な
り
、

「ホ
時
世
尊
説
是
偶
己
」
よ
り
涌
出
品
の
終
り
ま
で

略
開
近
顕
遠
…
…

「ホ
時
世
尊
説
是
掲
已
」
よ
り

「我
従
久
遠
来
教
化
是
等
衆
」
ま
で

、
因
疑
更
請
…
…
…

「ホ
時
弥
勒
菩
薩
摩
訂
薩
」
よ
り
品

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
後
述
の
よ
う
に
問
題
と
な
る
所
で

『法
キ
ネ
妾
沙
』
に
お
け
る
略

・
広
開
逍
顕
上
に
つ
い
て

節 顕 た 顕
⌒ 遠 略 遠

2  占   雰 
「
⊥¬

さ 二 一 下 三 一

解

「ホ
時
世
尊
説
是
掲
已
」
よ
り
以
下
、
如
来
寿
量
品
の
終
り
ま
で

分
別
功
徳
品
の
初
よ
り

「歌
無
量
頌
讃
歎
諸
仏
」
ま
で

「ホ
時
弥
勒
菩
薩
従
座
而
起
」
よ
り
あ
と

「
一
切
具
善
根
以
助
無
上
心
」
ま
で



次
に
、略

解

二
就
テ
長
行
掲
頌
有
り
。
（中
略
）
長
行

ハ
双
答
双
釈
、
文
ノ
如
シ
。
（中
略
）
掲

ハ
八
行
半
。
初
ノ
五
行
半
ハ
両
間
二
答

ス
ル
ヲ
頌
シ
、
下
ノ
三
行

ハ
双
釈
ヲ
頌
ス
。

と
あ

っ
て
、
長
行

・
掲
頌
共
に
子
弟

・
虎
所
の
答

・
釈

（双
答

・
双
釈
）
と
な

っ
て
い
る
。

更
に
、

ホ
時
弥
勒
ノ
下
ハ
疑

二
因
テ
更
二
請
ス
。
長
行
偶
頌
有
り
。
長
行
ヲ
ニ
ト
為
ス
。　
百

一疑
、
ニ
ニ
請
ナ
リ
。
上
ノ
菩
提
樹
下
、
乃

教
化
之
、
今
皆
住
不
退
ヲ
聞
キ
、
又
我
従
久
遠
来
教
化
是
等
衆
ヲ
聞
ク
。
此
ノ
ニ
説
ヲ
聞
ヒ
テ
執
ヲ
動
ジ
疑
ヲ
生
ズ
。
自
仏
ノ
下

ハ
疑
ヲ
騰
ゲ
テ
更
二
請
ス
。
又
二
。　
百

一法
、
ニ
ニ
讐
。

偶
十
四
行

ハ
上
ノ
法
讐
ヲ
頌
ス
。
五
行

ハ
法
説
ヲ
頌
シ
、
九
行

ハ
讐
説
ヲ
頌
ス
。

と
あ
る
故
に
、

「ホ
時
弥
勒
」
の
下

法
　
　
「即
白
仏
言
」
の
下

讐
　
　
「警
如
有
人
」
の
下

「ホ
時
弥
勒
菩
薩
」
の
下

「讐
如
少
壮
人
」
の
下

略
開
近
顕
遠
動
執
生
疑

因      略

愛      昌
請      遠

一
   
一

偶 長 掲 長

頌 行 頌 行

占  占  占  占
讐 法 騰 動 双 双 双 双
疑 執

説 説 更 生 釈 答 釈 答
請 疑

占



等
と
図
解

（Ｅ
）
さ
れ
る
。

次
に
寿
量
品
に
つ
い
て
は
、

広
ク
近
ヲ
開
シ
テ
遠
ヲ
顕
ス
。
文
ヲ
ニ
ト
為
ス
。
先

二
誠
信
、
次

二
正
答
ナ
リ
。

（中
略
）
正
答

二
長
行
掲
頌
有
り
。
長
行
ヲ
ニ
ト
為
ス
。
法
説
讐
説
ナ
リ
。

掲
二
二
十
五
行
半
ア
リ
。
上
ノ
法
讐
ヲ
頌
ス
。
初
ノ
二
十
行
半

ハ
法
説
ヲ
頌
シ
、

と
あ

っ
て
、

（中
略
）
此
文

二
三
誠
三
請
重
請
重
誠
ア
リ
。

次
ノ
五
行

ハ
讐
説
ヲ
頌
ス
。

正       誠

広
開
近
顕
遠
断
疑
生
信

の
よ
う

（Ｆ
）
に
、
天
台
大
師
の
分
文
に
あ

っ
て
は
、
広
開
近
顕
遠
と
は
寿
量

一
品
を
内
容
と
す
る
の
で
あ
る
。

『法
キ
ネ
襲
少
』
に
お
け
る
略

・
広
閉
逍
顕
え
に
つ
い
て

答

一
掲   長

頌   行
占  占
讐 法 警 法

説 説 法 説

信

重 重 三 三

誠 請 請 誠



０
　
『法
華
取
要
抄
』

の
分
文

そ
こ
で
聖
人
の

『法
華
取
要
抄
』
に
お
け
る
分
文
を
検
討
す
る
と
、
ま
ず
前
掲
の
よ
う
に
、

涌
出
品
略
開
近
顕
遠
前
四
味
並
述
門
諸
衆
為
令
脱
也

と
あ
る
故
に
、
天
台
の
科
文
の
通
り
に
涌
出
品
の
後
半
を
略
開
近
顕
遠
と
規
定
す
る
の
か
と
思
え
ば
、
次
に
、

涌
出
品
動
執
生
疑

一
半
並
寿
量
品
分
別
功
徳
品
半
品
　
已
上

一
品
二
半
名
広
開
近
顕
遠

と
あ
る
故
に
、
右
の
略
開
近
顕
遠
の
経
文
と
は
、
「ホ
時
世
尊
説
是
掲
已
」
よ
り

「我
住
久
遠
来
教
化
是
等
衆
」
ま
で
の
部
分

（即
ち

後
掲
の
如
く
狭
義
の
略
開
近
顕
遠
）
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
以
降
、
即
ち
因
疑
更
請
と
科
さ
れ
た

「ホ
時
弥
勒
菩
薩
摩
訂
薩
」
よ
り
涌

出
品
の
末
尾
ま
で

（狭
義
の
動
執
生
疑
の
経
文
）
が
、
広
開
近
顕
遠
に
属
す
る
経
文
と
さ
れ
た
と
み
る
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
長
行
の

前
半
が
動
執
生
疑
と
科
さ
れ
て
い
る
の
は
、
先
の
引
用
文
と
図
解
で
明
ら
か
で
あ
り
、
今
の

「涌
出
品
動
執
生
疑

一
半
」
と
は
、
こ
の

箇
所
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
本
抄
か
ら
す
る
分
文
は
、

（天
台
）

涌
　
出
　
口叩
占
一
峙
開
け
顕
遠
動
執
生
疑

寿
　
旦里
　
口叩
―

広
開
近
顕
遠
断
疑
生
信

占
嘲醐卸『講

（宗
祖
）

略
開
近
顕
遠

広
開
近
顕
遠

〓

（　一　
口叩
一
一平†
）



炉
言
｛一雉
‐
∴
鼈
Ｔ

と
い
う
こ
と
と
な
り
、
略
開
近
顕
遠

・
広
開
近
顕
遠
の
各
経
文
、　
一
品
二
半
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
語
が
天
台
の
意
味
す
る
所
と
異
な
る
こ

と
と
な
る
。
即
ち
、
天
台
の
広
開
近
顕
遠
の
経
文
と
は
先
に
み
た
よ
う
に
寿
量
品

一
品
を
指
す
の
で
あ
り
、　
一
品
二
半
は
本
門
の
正
宗

分
を
意
味
し
、
従

っ
て
天
台
の

一
品
二
半
に
は
略
開
近
顕
遠
の
経
文
も
含
ま
れ
る
訳
で
あ
る
が
、
本
抄
の
意
で
は
、
略
開
近
顕
遠
の
経

文
と

一
品
二
半

（広
開
近
顕
遠
の
経
文
と
さ
れ
る
）
の
文
と
は
別
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

三
、
『啓
蒙
』
等
の
解

当
面
の
問
題
に
関
わ
る

『録
内
啓
蒙
』
の
論
及
は
巻
第
十
八
、
即
ち
観
心
本
尊
抄
釈
の
第
三
の
内
に
も
み
え
る
が
、
巻
第
二
十
の
法

華
取
要
抄
釈
に
詳
し
い
。

そ
こ
で
は
、
『法
華
取
要
抄
』
か
ら

「答
云
於
本
門
有
二
意
等
」
と
本
文
を
あ
げ
て
、

此

一
段
ノ
文
ヲ
ハ
涌
出
品
ノ
啓
運
砂

二
具
二
料
簡
セ
リ
。
今
初
心
ノ
為

二
要
ヲ
取
テ
此
ヲ
引
キ
且
ツ
潤
色
ヲ
加
ン

（和
刻
本

一
四

ウ
～

一
五
ウ
）

と
い
い
、
詳
し
く
論
評
し
て
い
る
。
然
し
、
問
題
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
略
開
近
顕
遠
は
前
四
味
、
並
び
に
逃
門
の
諸
衆
の
脱
益
の
為

に
説
か
れ
た
と
す
る
こ
と
と
、
略
開
近
顕
遠

。
広
開
近
顕
遠

。
一
品
二
半
の
経
文
上
の
分
節
が
、
天
台
大
師
の

『法
華
文
句
』
の
定
義

『法
キ
ネ
襲
少
』
に
お
け
る
略
・
広
開
虻
顕
之
に
つ
い
て



と
異
な
る
と
い
う
こ
と
の
二
点
に
大
別
で
き
る
。

そ
こ
で
前
者
に
つ
い
て
は
、

啓
運
砂
三
十
九
二
云
ク
、
法
華
取
要
抄

二
云
ク
、
本
門
二
於
テ
ニ
意
有
り
。　
百

一
ハ
涌
出
品
ノ
略
開
近
顕
遠

ハ
前
四
味
並

二
辺
門

之
諸
衆
ヲ
脱
セ
令
メ
ン
カ
為
也
等
実
。
難
シ
テ
云
ク
、
此
御
釈
不
審
也
。
略
開
近

ハ
是
諸
大
菩
薩
ヨ
リ
教
化
是
等
衆

マ
テ
也
。
此

ノ
旨
ヲ
聞
ヒ
テ
弥
勒
ヲ
初
卜
為
シ
テ
無
数
ノ
菩
薩
、
心
生
疑
惑
怪
未
曽
有
ス
ル
也
。
全
ク
等
妙

二
入
テ
得
脱
ス
ト
ハ
見

ヘ
サ
ル

也
。
何
ソ
此
時
ホ
前
述
門
ノ
大
菩
薩
等
其
外
二
乗
諸
天
龍
王
等

マ
テ
脱
ト
ハ
判
シ
玉
フ
乎
。
又
其
ノ
得
脱
ノ
姿
如
何

（
一
五
ヲ
）

と
問
い
、
「義
云
」
と
し
て
大
段
を
分
つ
時
は
、
涌
出
品
は
略
開
近
動
執
生
疑
、
寿
量
品
は
広
開
近
断
疑
生
信
で
分
別
品
に

「聞
仏
寿
量

長
遠
得
大
鏡
益
卜
云

ヘ
リ
、
此
品

ハ
疑
惑
マ
テ
也
」
と
し
て
、
更
に
議
論
を
展
開
す
る
が
、

凡
利
鈍
ノ
両
機
略
開
近
広
開
近
ノ
ニ
時

二
歴
テ
得
道
ス
ル
義
ナ
ル
ヘ
シ
ト
イ

ヘ
ト
モ
今
広
開
近

一
向
滅
後
ノ
判
二
対
セ
ン
カ
為

ニ

在
世
ノ
脱
益
ヲ
略
開
近

二
主
ツ
ケ
玉
フ
ナ
ル
ヘ
シ

（
一
五
ウ
）

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
広
開
近
顕
遠
が

一
向
に
減
後
の
為
で
あ
る
こ
と
の
強
調
の
為
に
、
略
開
近
顕
遠
を
脱
益
と
し
た
と
の
解
で
あ

Ｚθ
。次

に
分
文
に
つ
い
て
は
、

又
啓
運
砂

二
云
ク
、
取
要
抄

二
云
ク
ニ
ニ
ハ
涌
出
品
ノ
動
執
生
疑
ノ
半
品
至
一
向
滅
後
ノ
為
也
実
。
難
シ
テ
云
ク
、
此
ノ
文
重
々

疑
有
り

（
一
六
ウ
）

と
し
て
、
以
下
四
箇
条
の
疑
点
を
あ
げ
る
。
私
に
要
約
す
れ
ば
、

一
、
『文
句
』
で
は
略
開
近
顕
遠
動
執
生
疑
と
す
る
が
、
本
抄
で

「略
開
近
顕
遠
」
は
脱
、
「動
執
生
疑
」
は
滅
後
の
為
と
分
け
て
解

す
る
の
は
な
ぜ
か
。



二
、
「動
執
生
疑
」
と
は
略
開
近
顕
遠
に
つ
い
て
言
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
寿
量
品

。
分
別
品
の
前
半
と
共
に

「広
開
近

顕
遠
」
の
内
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
か
。

三
、　
一
品
二
半
と
は
正
し
く
在
世
の
脱
益
を
い
う
の
に
、
な
ぜ

一
向
に
滅
後
の
為
と
云

っ
て

「在
世
」
に
属
す
る
こ
と
と
し
な
い
の

か
。四
、
『本
尊
抄
』
で
は

一
品
二
半
を

「彼
脱
彼

一
品
二
半
」
と
云

っ
て
在
世
の
衆
の
脱
益
を
明
す
経
文
と
し
て
い
る
が
、
本
抄
と
相

違
す
る
の
は
な
ぜ
か
。

以
上
に
つ
い
て
、
『啓
運
抄
』
の
会
通
を
紹
介
す
る
が
、
第

一
に
つ
い
て
は
、
経
に
そ
の
意
が
あ
り
、
疏
の
文
で
も

「略
開
」
を
二

と
し
、　
一
が
略
開
、
二
が
因
疑
更
請
と
し
て
い
る
の
で
、
分
け
て
も
よ
い
と
す
る
。
こ
れ
は
後
述
の
如
く
、
『啓
蒙
』
も
採
用
す
る
所

で
あ
る
が
、
論
点
が
異
な
る
の
で
回
答
に
は
な
ら
な
い
。

第
二
に
つ
い
て
も

「常
ノ
分
文

ニ
ハ
小
違
タ
レ
ト
モ
其
ノ
意
無
キ
ニ
非
ザ
ル
也
」
と
苦
し
い
。

第
三
に
つ
い
て
は
、
『本
尊
抄
』
か
ら
す
る
難
問
で
あ
る
と
す
る
。
『取
要
抄
』
の
意
は
略
開
近
は
在
世
の
脱
の
為
で
あ
り
、
動
執
の

文
は

一
向
に
滅
後
の
為
で
あ
る
と
い
う
。
「寿
量
品
ノ

一
品
二
半

ハ
始
ヨ
リ
終

二
至
ル
マ
デ
正
シ
ク
滅
後
ノ
衆
生
ノ
為
也
」
等
と
あ
る

の
は
そ
の
意
で
あ
る
と
い
う
。

第
四
に
つ
い
て
は

『本
尊
抄
』
に

一
品
二
半
も
題
目
も
共
に
純
円
の
法
と
さ
れ
、
種
脱
の
異
と
さ
れ
て
い
る
が
、
同
抄
で

「本
門
序

正
流
通
倶
以
末
法
之
始
為
詮
」
等
と
あ
る
故
に
、
序
も
略
開
も
末
法
の
為
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
更
に
は

「彼
此
ノ
両
所
ノ
御

釈

一
同
二
一
品
二
半
総
シ
テ
十
四
品
乃
至
述
門
十
四
品

一
部
八
巻
共

二
我
等
力
為
ソ
ト
云
法
門
力
釈
尊
出
世
ノ
本
意
、
滅
後

二
於
テ
聖

人
御
出
世
ノ
本
意
ノ
法
門
也
」
な
ど
と
言

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

『本
尊
抄
』
に

「本
門
序
正
流
通
倶
以
末
法
之
初
詮
為
」
と
い
う
そ

の
理
由
が
上
行
要
付
の
教
義
に
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
な
い
為
に

『本
尊
抄
』
の
本
意
を
誤

っ
て
直
ち
に

一
部
が
末
法
の
為
と
い
う
よ

『法
キ
ネ
襲
炒
』
に
お
け
る
略
・
広
閉
逹
顕
之
に
つ
い
て



う
な
展
開
と
な

っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て

『啓
蒙
』
は
続
い
て
、

今
云
澄
師
ノ
料
簡
尤
其
旨
ヲ
得
タ
リ
。
更

二
潤
色
ヲ
加

ヘ
ハ
略
開
近
顕
遠
ノ
言
、
文
句

二
於
テ
惣
別
ノ
両
向
ア
リ

（
一
七
ウ
）

と
、
『法
華
文
句
』
の
科
文
に
広
狭
両
義
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
即
ち
、

初

（引
用
者
注
。
本
門
正
説
を
三
と
す
る
中
の
第

一
を
さ
す
）
又
二
、
先

ハ
略
開
近
顕
遠
シ
テ
執
ヲ
動
ジ
疑
ヲ
生
ズ
。
次
二
広
開

近
顕
遠
シ
テ
惑
ヲ
断
ジ
信
ヲ
生
ズ
文
。
是

ハ
寿
量
ノ
広
開

二
対
シ
テ
涌
出
品
ノ
終

マ
テ
ヲ
惣
シ
テ
略
開
近
等
名
ル
ナ
リ
。
（中

略
）
又
文
句
云
略
又
二
、　
百
一
ハ
略
開
、
ニ
ハ
疑

二
因
テ
更

二
請
ス
。
略
開
二
就
テ
長
行
偶
頌
有
り
文
。
是

ハ
別
シ
テ
教
化
是
等

衆
ノ
文

マ
テ
ヲ
略
開
ト
ス
ル
ナ
リ
。
動
執
生
疑
ノ
言
モ
サ
キ
ノ
如
ク
略
開
近
ノ
当
然

ヘ
ツ
ケ
テ
惣
シ
テ
応

二
属
ス
ル
意
卜
、
又
ホ

時
弥
勒
至
心
生
疑
惑
ヨ
リ
下
ヲ
別
シ
テ
動
執
生
疑
ト
ス
ル
ト
両
向
ア
リ

（後
略
）
貧

八
ヲ
）

等
と
指
摘
し
、
更
に
述
門
開
三
顕

一
に
於
て
も
同
じ
よ
う
に
惣
別
の
科
が
あ
る
と
示
し
、

今
ノ
御
書
ノ
前
後
亦
略
開
近
二
就
テ
惣
別
ノ
意
ヲ
顕
シ
玉
ヘ
リ
。
初

ニ
ハ
略
開
近
卜
動
執
生
疑
ト
ラ
分
テ
ニ
ト
シ
玉
フ
。
是
レ
則

チ
別
ノ
義

二
約
ス
ル
意
ナ
リ
。
下
ノ
文

二
雖
然
略
開
近
顕
遠
動
執
生
疑
之
文
云
然
諸
等
卜
遊
セ
ル
ハ
涌
出
品
ノ
終

マ
テ
ヲ
略
開
近

等
名
ケ
玉

ヘ
ル
カ
故

二
文
句
ノ
通
ノ
義

二
当
ル
ナ
リ
。
但
動
執
以
下
ヲ
広
開
近
二
属
シ
玉
フ
事
文
句
卜
異
ナ
ル
ノ
ミ
。
而
モ
次
下

ノ
問

二
為
誰
人
演
説
広
開
近
顕
遠
寿
量
品
乎
卜
遊
セ
ル
ハ
亦
天
台
ノ
寿
量
ヲ
広
開
近
ト
セ
ル

一
途

二
順
シ
玉
ヘ
ル
御
判
ナ
リ
。
然

ル
ニ
新
意
ヲ
貼
示
シ
テ
動
執
以
下
ヲ
広
開
二
属
シ
玉
ヘ
ル
事
尤
経
旨

二
附
順
セ
リ
。
天
台

ハ
略
開
近

二
依
テ
動
執
致
請
ス
ル
便

ニ

随
テ
略
開
ノ
下
二
属
ス
ト
イ
ヘ
ト
モ
吾
祖

ハ
動
執
致
請

二
依
テ
寿
量
ノ
説
興
ル
故

二
広
開
近

二
属
シ
玉

ヘ
リ

（
一
九
ヲ
）

等
と
い
っ
て
、
惣
別
の
使
い
分
け
の
上
に
、
動
執
以
下
の
所
を
結
前
生
後
の
文
の
如
く
解
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
天
台
と
聖
人
の
解
釈

の
相
違
を
会
通
し
、
更
に
、



今
ノ
御
所
判
亦
深
ク
吟
味
ス
ル
ニ
動
執
生
疑
ノ
文

ハ
寿
量
開
逃
顕
本
ノ
近
由
ナ
ル
カ
故

二
、
疑
請
正
答

一
連
相
対
ノ
便
ア
ル
カ
故

二
、
又
滅
後
正
意
ノ
類
文
ア
ル
カ
故

二
、
広
開
近

二
属
シ
玉
ヘ
ル
事
尤
モ
所
以
有
り
。
略
シ
テ
三
義
ラ
示
ス
。
後
学
更
二
工
夫
シ

テ
條
ロ
ヲ
添
加
ス
ベ
シ

（二
〇
ヲ
）

等
と
念
釈
し
て
い
る
。

『啓
蒙
』
は

『啓
運
抄
』
の
説
を
踏
ま
え
て
、
更
に
引
用
の
科
文
に
惣
別
あ
る
こ
と
に
言
及
す
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
事
と
思
わ
れ

る
が
、
然
し
、
そ
れ
は
聖
人
の
分
文
が
天
台
と
異
な
る
こ
と
を
前
提
の
議
論
で
あ
り
、
果
し
て
そ
れ
で
解
決
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い

う
の
が
、
私
の
問
題
提
起
で
あ
る
。

四
、
『取
要
抄
』
の
疑
問
点

以
上
を
確
認
し
た
上
で
、
改
め
て
本
抄
の
文
に
向
か
う
時
、
幾

つ
か
の
疑
間
が
生
じ
て
く
る
。

第

一
に
、
既
に

『啓
蒙
』
が

『啓
運
抄
』
を
踏
ま
え
て
論
じ
て
い
る
よ
う
に

「略
開
近
顕
遠
」
「動
執
生
疑
」
の
語
の
用
い
方
に
は

上
位
概
念

・
下
位
概
念
と
い
う
如
き
厳
密
な
意
で
は
な
い
に
し
ろ
、
天
台
の
分
文
で
は
同
語
異
義
の
用
法
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
前

掲
の
如
く

『啓
蒙
』
は

「総
別
」
の
語
を
用
い
て
区
別
し
て
い
る
所
で
あ
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
図
解
Ｃ
Ｄ
で
わ
か
る
よ
う
に
、

「略
開
近
顕
遠
」
翁
啓
蒙
』
の
総
）
は
更
に

「略
開
近
顕
遠
」
翁
啓
蒙
』
の
別
）
と

「因
疑
更
請
」
の
部
分
に
分
か
れ
る
の
で
あ
り
、

単
に

「略
開
近
顕
遠
」
と
い
う
だ
け
で
は
厳
密
に
、
経
文
上
の
ど
の
範
囲
を
指
す
の
か
不
明
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
従

っ
て

「略
開
近
顕
遠
動
執
生
疑
」
の

「動
執
生
疑
」
も
、
「略
開
近
顕
遠
」
と

「因
疑
更
請
」
と
の
両
方
を
合
し
た
場
合
か
、
両
者
別
々
の
謂

な
の
か
が
、
厳
密
に
は
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

『法
キ
ネ
襲
炒
』
に
お
け
る
略
ｏ
広
門
逍
顕
通
に
つ
い
て



そ
れ
故
に
、
聖
人
が

「略
開
近
顕
遠
」
「広
開
近
顕
遠
」
等
と
言
わ
れ
る
場
合
、
も
し
経
文
を
分
節
す
る
こ
と
に
主
眼
が
あ
る
な
ら

ば
、
も

っ
と
厳
密
に
指
示
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
然
る
に
後
述
の
如
く
、
幾

つ
か
の
疑
点
が
存
す
る
の
で
あ
り
、
『啓
蒙
』
の

如
く
総
別
を
付
度
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
解
釈
は
、
私
に
は
釈
然
と
し
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
本
抄
の

「広
開
近
顕
遠
」
の
心
を
説
明
し
た
箇
所
で
は
、

然
リ
ト
雖
モ
略
開
近
顕
遠
動
執
生
疑
ノ
文

二
云
ク
、
然
レ
ト
モ
諸
ノ
新
発
意
ノ
菩
薩
、
仏
ノ
滅
後

二
於
テ
若
シ
是
ノ
語
ヲ
聞
カ

ハ
、
或

ハ
信
受
セ
ズ
シ
テ
法
ヲ
破
ス
ル
罪
業
ノ
因
縁
ヲ
起
サ
ン
等
．ム
云
２

と
引
用
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
天
台
の
分
文
で
は
略
開
近
顕
遠
動
執
生
疑
の
下
の
因
疑
更
請
の
な
か
、
長
行
の
騰
疑
致
請
中
の
文
で
、
細

か
な
科
文
で
は

「讐
説
」
中
の
合
讐
、
即
ち

「遠
讐
に
合
す
」
と
さ
れ
た
所
の
文
章
で
あ
る

（Ｄ
、
Ｅ
参
照
）
。
も
し
こ
の
箇
所
を

も
、
聖
人
の
い
う
略
開
近
顕
遠
に
含
め
る
と
す
る
と
、
涌
出
品
で
残
る
所
は
、
最
後
の
十
四
行
の
偶
の
み
と
な
り
、
聖
人
が

「涌
出
品

動
執
生
疑

一
半
並
寿
量
品
分
別
功
徳
品
半
品
已
上

一
品
二
半
名
広
開
近
顕
遠
」
と
い
う
の
は
、
実
質
と
あ
わ
な
い
恐
れ
が
あ
る
。
そ
れ

故
に
、
聖
人
の
い
う

「略
開
近
顕
遠
」
と
は
狭
義
の
略
開
近
顕
遠
の
部
分
で
あ
り
、
「
涌
出
品
動
執
生
疑

一
半
」
と
は
広
義
の
略
開
近

顕
遠
の
下
の
第
二

「因
疑
更
請
」
の
部
分

（品
末
ま
で
）
と
解
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
今
の
引
用
文

「雖
然
略
開
近
顕
遠
動
執
生
疑
之
文
云
然
諸
新
発
意
…
…
」
は
、
天
台
の
分
文
で
は
確
か
に

「略
開
近

顕
遠
動
執
生
疑
」
の
文
中
で
あ
る
が
、
聖
人
の
定
義
で
は

「広
開
近
顕
遠

一
品
二
半
」
の
方
に
属
す
る
こ
と
と
な
る
の
は
明
ら
か
で
あ

る
。
そ
れ
な
ら
ば

一
度

「広
開
近
顕
遠
」
中
の
文
と
規
定
し
た
あ
と
、
な
ぜ
ま
ぎ
ら
わ
し
く
、
ま
た
天
台
の
分
文
の
通
り

「略
開
近
顕

遠
」
等
と
示
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は

『啓
蒙
』
の
如
く
、
結
前
生
後
と
解
す
る
こ
と
で
解
決
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
に
は

や
は
り
釈
然
と
し
な
い
。

第
三
に
、
聖
人
の
分
文
が
、
先
に
み
た
通
り
、
狭
義
の
略
開
近
顕
遠
の
経
文
の
箇
所
を
除
く

一
品
二
半
を
広
開
近
顕
遠
と
し
、
そ
れ



が

一
向
に
滅
後
の
為
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
『本
尊
抄
』
に

「再
往
見
之
不
似
述
門
本
門
序
正
流
通
倶
以
末
法
之
始
為
詮
」
と
あ
る
の

と
矛
盾
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
卒
爾
に
み
る
と
、
本
抄
の
略
開
近
顕
遠
と
広
開
近
顕
遠
と
は

『本
尊
抄
』
に
い
う
本
門
の

一
往

。
再
往

に
対
応
す
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
聖
人
の
略
開

。
広
開
を
天
台
と
は
異
な
る
分
文
で
あ
る
と
み
る
限
り
、
言
う
所
の

「已
上

一
品
二
半

名
広
開
近
顕
遠
、　
一
向
為
滅
後
也
」
、
「寿
量
品

一
品
二
半
自
始
至
千
終
正
為
滅
後
衆
生
、
滅
後
之
中
末
法
今
時
日
蓮
等
為
也
」
の
文
意

は

『本
尊
抄
』
の

「本
門
序
正
流
通
倶
以
末
法
之
始
為
詮
」
の
文
と
矛
盾
し
て
い
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
前
に

確
認
し
た
通
り
、
聖
人
の
分
文
が
、
天
台
と
異
な
る
も
の
と
い
う
前
提
で
あ
る
な
ら
ば
、
い
う
所
の
略
開
近
顕
遠
の
経
文
の
箇
所
は
、

広
開
近
顕
遠
の
経
文
の
箇
所
と
は
別
で
あ
り
、
そ
の
広
開
近
顕
遠
の
経
文
の
箇
所
の
み
が
滅
後
末
法
の
為
と
い
う
こ
と
と
な
り
、
略
開

近
顕
遠
の
経
文
の
箇
所
は
脱
益
の
為
と
い
う
こ
と
は
在
世
の
為
と
い
う
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。　
一
方
、
『本
尊
抄
』
で
は

「以
本

門
論
之

一
向
以
末
法
之
初
為
正
機
」
と
し
た
上
で
の

一
往

。
再
往
で
あ
り
、
再
往
は

「再
往
見
之
不
似
述
門
、
本
門
序
正
流
通
倶
以
末

法
之
始
為
詮
」
で
あ
る
か
ら
、
『取
要
抄
』
の
略
開
近
顕
遠
と
広
開
近
顕
遠
の
分
文
が
、
天
台
と
異
な
る
と
み
る
場
合
に
は
、
『本
尊

抄
』
の
文
意
と
は
合
致
し
な
い
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

然
る
に
、
も
し
天
台
と
同
じ
分
文
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、　
一
品
二
半
の
内
に
、
涌
出
品
の
略
開
近
顕
遠
の
経
文
も
含
ま
れ
る
故

に
、
何
等
矛
盾
は
生
じ
な
い
。
そ
の
場
合
の
関
係
は
、
既
に
拙
稿
で
管
見
を
述
べ
た
所
で
あ
る
。

第
四
に
、
本
抄
の

「已
上

一
品
二
半
名
広
開
近
顕
遠
」
の

一
品
二
半
に
つ
い
て
、
他
の
箇
所
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
本
抄
で
は
ま

た

「広
開
近
顕
遠
寿
量
品
」
と
あ
り
、
「寿
量
品

一
品
二
半
」
と
も
あ
る
。
後
者
の
両
例
は
、
聖
人
独
自
の
規
定
で
も
無
理
な
く
解
さ

れ
る
し
、
又
、
天
台
の
分
文
の
意
の
ま
ま
と
し
て
も
同
様
に
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で

「
一
品
二
半
」
の
語
は

『法
華
経
大
意
』
、
『観
心
本
尊
妙
文
科
』
、
『御
義
口
伝
』
に
も
出
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
文
献
的

に
問
題
が
あ
る
の
で
別
と
し
て
、
『本
尊
抄
』
に
は

「自

一
品
二
半
之
外
名
小
乗
教
邪
教
未
得
道
教
覆
相
教
」
「在
世
本
門
末
法
之
初

一

『法
キ
ネ
姜
妙
』
に
お
け
る
略
・
広
間
近
顕
之
に
つ
い
て



同
純
円
也
但
彼
脱
此
種
也
彼

一
品
二
半
此
但
題
目
五
字
也
」
の
二
箇
所
に
出
て
お
り
、
関
連
事
項
と
し
て

「
又
本
門
十
四
品

一
経
有
序

正
流
通
涌
出
品
半
品
為
序
分
寿
量
品
前
後
二
半
此
為
正
宗
其
余
流
通
分
也
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

『本
尊
抄
』
の
用
例

は
、
特
に
厳
密
に

一
品
二
半
と
い
う
経
文
の
範
囲
を
規
定
す
る
こ
と
も
な
く
、
常
識
的
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
『本
尊
抄
』
で
み
る
限

り
は
、
天
台
の
分
文
の
あ
り
方
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
後
、
な
ぜ
聖

人
は

『取
要
抄
』
で
分
文
の
定
義
を
変
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
『本
尊
抄
』
の

一
品
二
半
等
も
、
聖
人
の
独
自
の

一
品
二

半
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
然
し
、
こ
の
場
合
は
、
『本
尊
抄
』
の

「本
門
序
正
流
通
倶
以
末
法
之
始
為
詮
」
等
の
意
に
照
ら
し
て
、
疑
問

が
生
じ
る
の
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

五
、
『取
要
抄
』
の
理
解
に
対
す
る
私
案

本
抄
に
み
え
る
略

・
広
開
近
顕
遠
及
び

一
品
二
半
等
の
解
釈
に
つ
い
て
疑
間
を
提
起
し
て
き
た
が
、
結
局

『啓
蒙
』
も
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に
、
聖
人
独
自
の
解
と
さ
れ
る
根
拠
は
、
冒
頭
に
引
用
し
た
広
開
近
顕
遠
の
定
義
と
み
ら
れ
る

一
文
の
み
で
あ

っ
て
、
他
の
所

は
聖
人
の
独
自
の
解
と
さ
れ
る
所
で
も
、
天
台
の
解
の
ま
ま
で
も
、
ど
ち
ら
で
も
解
釈
が
可
能
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
確
か
に
天
台
の
分
文
と
異
な
る
分
け
方
で
あ
る
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
、
先
の
疑
点
を
ふ

ま
え
て
、
別
の
解
釈
は
出
来
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
そ
も
そ
も
、

自
方
便
品
至
千
人
記
品
八
品
有
二
意
。

問
日
本
門
心
如
何
。
答
日
於
本
門
有
二
心
。



問
日
略
開
近
顕
遠
心
如
何
。

等
と
、
「意
」
「心
」
を
問
題
と
し
て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
考
慮
す
れ
ば
、
天
台
の
分
文
そ
の
も
の
を
変
更
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で

は
な
く
、
換
言
す
れ
ば
天
台
の
分
文
を
ふ
ま
え

つ
つ
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
聖
人
が
独
自
に
取
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

既
に
先
学
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
聖
人
は

「略
開
近
顕
遠
の
心
」
を
、

文
殊
弥
勒
等
ノ
諸
大
菩
薩

・
梵
天

・
帝
釈

。
日

・
月

。
衆
星

。
龍
王
等
、
初
成
道
ノ
時
ヨ
リ
般
若
経

二
至
ル
己
来

ハ
一
人
モ
釈
尊

ノ
御
弟
子
二
非
ズ
。
此
等
ノ
菩
薩
天
人

ハ
、
初
成
道
ノ
時
、
仏
未
ダ
説
法
シ
タ
マ
ハ
ザ
ル
已
前

二
不
思
議
解
脱
二
住
シ
テ
我
与
別

円
二
教
ヲ
演
説
ス
。
釈
尊
其
後

二
阿
含

・
方
等

・
般
若
ヲ
宣
説
シ
タ
マ
フ
。
然
リ
ト
雖
モ
全
ク
此
等
ノ
諸
人
ノ
得
分

二
非
ズ
。
既

二
別
円
二
教
ヲ
知
リ
ヌ
レ
バ
蔵
通
ヲ
モ
又
知
レ
リ
。
勝

ハ
劣
ヲ
兼
タ
ル
是
ナ
リ
。
委
細

二
之
ヲ
論
ゼ
バ
或

ハ
釈
尊
ノ
師
匠
ナ
ル

欺
。
善
知
識
ト
ハ
是
レ
ナ
リ
。
釈
尊

二
随
フ
ニ
非
ズ
。
法
華
経
ノ
述
門
ノ
八
品
二
来
至
シ
テ
始
メ
テ
未
聞
ノ
法
ヲ
聞
ヒ
テ
此
等
ノ

人
々
ハ
弟
子
卜
成
リ
ヌ
。
舎
利
弗

・
目
連
等

ハ
鹿
苑
自
り
己
来
、
初
発
心
ノ
弟
子
ナ
リ
。
然
リ
ト
雖
モ
権
法
ノ
ミ
ヲ
許
セ
リ
。
今

法
華
経

二
来
至
シ
テ
実
法
ヲ
授
与
シ
、
法
華
経
ノ
本
門
ノ
略
開
近
顕
遠
二
来
至
シ
テ
華
厳
自
リ
ノ
大
菩
薩

。
二
乗
、
大
梵
天

・
帝

釈

。
日

・
月

。
四
天

・
龍
王
等
、
位
妙
覚

二
隣
り
又
妙
覚
ノ
位

二
入
ル
ナ
リ
。
若
シ
ホ
レ
バ
今
我
等
天
二
向

ッ
テ
之
ヲ
見
レ
バ
生

身
ノ
妙
覚
ノ
仏
ガ
本
位

二
居
シ
テ
衆
生
ヲ
利
益
ス
ル
是
ナ
リ
。

と
略
開
近
顕
遠
に
至

っ
て

「位
隣
妙
覚
」
「妙
覚
」
と
、
脱
益
正
意
と
し
て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
天
台
の

「動
執
生
疑
」
と
は
異

り
、
久
遠
下
種
以
来
の
教
化
の
極
脱
の
姿
を
そ
こ
に
み
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
日
月
衆
星
を
生
身
の
仏
と
み
て
敬
う
聖
人

の
信
心
が
表
明
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
続
い
て
、

『法
キ
ネ
妾
炒
』
に
お
け
る
略

，
広
間
近
顕
夏
に
つ
い
て



問
フ
テ
日
ク
、
誰
人
ノ
為

二
広
開
近
顕
遠
ノ
寿
量
品
ヲ
演
説
ス
ル
ヤ
。
答

ヘ
テ
日
ク
、
寿
量
品
ノ

一
品
二
半

ハ
始
ヨ
リ
終

二
至
ル

マ
デ
正
シ
ク
滅
後
ノ
衆
生
ノ
為
ナ
リ
。

等
と
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
「広
開
近
顕
遠
ノ
寿
量
品
」
と

「寿
量
品
ノ

一
品
二
半
」
が
同
じ
経
文
を
指
す
も
の
と
み
ら
れ
、
「広
開

近
顕
遠
」
の
寿
量
品
の
立
場
で
み
た

「
一
品
二
半
」
の
意
が
汲
み
と
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
更
に
こ
の
意
を
説
明
せ
ん
と
し
て
、

然
リ
ト
雖
モ
略
開
近
顕
遠
動
執
生
疑
ノ
文

二
云
ク
、
然
レ
ド
モ
諸
ノ
新
発
意
ノ
菩
薩
、
仏
減
後

二
於
テ
若
シ
是
ノ
語
ヲ
聞
カ
バ
或

ハ
信
受
セ
ズ
シ
テ
法
ヲ
破
ス
ル
罪
業
ノ
因
縁
ヲ
起
サ
ン
等
一ム
云
。
文
ノ
心

ハ
寿
量
品
ヲ
説
カ
ズ
ン
バ
末
代
凡
夫
皆
悪
道

二
堕
チ
ン

等
也
。
寿
量
品
二
云
ク
、
是
ノ
好
キ
良
薬
ヲ
今
留
テ
此

二
在
ク
等
．ム
云
。
文
ノ
心

ハ
上
ハ
過
去
ノ
事
ヲ
説
ク
ニ
似
タ
ル
様
ナ
レ
ド

モ
此
文
ヲ
以
テ
之
ヲ
案
ズ
ル
ニ
滅
後
ヲ
以
テ
本
卜
為
シ
、
先
ズ
先
例
ヲ
引
ク
ナ
リ
。

と
あ

っ
て
、
こ
の
あ
と
分
別
功
徳
品

「悪
世
末
法
時
」
等
、
法
華
経
が
末
法
の
人
の
為
で
あ
る
こ
と
を
示
す
文
、
涅
槃
経
の
七
子
讐
等

を
引
き
、
末
代
に
は

「上
行
菩
薩
所
伝
妙
法
蓮
華
経
五
字
」
が
広
ま
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。
「広
開
近
顕
遠
寿
量
品
」
あ

る
い
は

「寿
量
品

一
品
二
半
」
に
つ
い
て
述
べ
る
の
に
、
あ
ら
た
め
て

「略
開
近
顕
遠
動
執
生
疑
」
の
文
を
引
く
と
い
う
の
は
、
聖
人

独
自
の
分
文
の
意
で
は
な
く
や
は
り
天
台
の
分
文
の
通
り
と
み
て
、
略
開
近
顕
遠
中
の
文
意
も
寿
量
の
文
に
よ
っ
て
減
後
の
為
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
と
考
え
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
略
開
近
顕
遠
の
文
は
広
開
近
顕
遠
の
寿
量
品
の
文

意
で
照
射
す
る
と
き
、
真
の
意
味
が
顕
れ
、　
一
品
二
半
も
滅
後
の
為
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
換
言

す
れ
ば
、
先
に
考
え
た
よ
う
に
、
地
涌
の
菩
薩
の
出
現
を
、
寿
量
品
の
意
、
並
び
に
分
別
功
徳
品
の
増
道
損
生
の
意
よ
り
遡

っ
て
み
る

と
き
、
無
始
の
九
界
の
開
顕
と
し
て
、　
一
切
の
九
界
の
衆
生
の
本
門
に
お
け
る
成
道
を
明
す
も
の
と
み
ら
れ
る
故
に
、
略
開
近
顕
遠
を

脱
益
と
解
し
、
そ
れ
を
も
含
む

一
品
二
半
を
、
末
法
下
種
の
教
義
の
上
よ
り
滅
後
末
法
の
為
と
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
場
合
、
『本
尊
抄
』
で

「在
世
本
門

・
脱

。
一
品
二
半
」
と
、
「末
法
之
初

（ノ
本
門
）

・
種

・
題
目
五
字
」
が
対
照
さ
れ
て
い



る
の
を
参
照
す
れ
ば
、
こ
の
場
合
の

「寿
量
品

一
品
二
半
」
が
、
末
法
之
初

（ノ
本
門
）
に
比
定
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
『本
尊

抄
』
で
は
末
法
之
初

（ノ
本
門
）
は

「本
門
序
正
流
通
」
（実
質
は
本
門
八
品
）
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
の

一
品
二
半
は

「本
門
序

正
流
通
＝
本
門
八
品
」
中
の

一
品
二
半
と
い
う
こ
と
に
な
る
。　
一
品
二
半
が
滅
後
の
為
と
い
う
の
は
、
『取
要
抄
』
の
後
文
で
い
う

「上
行
菩
薩
所
伝
の
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
」
を
明
か
す
か
ら
で
あ
る
が
、　
一
品
二
半
の
み
で
は
上
行
付
属
が
出
ず
、
涌
出
品
の
上
善
男

子
か
ら
始
ま
っ
て
神
力
嘱
累
に
終
わ
る
の
が
上
行
付
嘱
で
あ
る
故
に
、
必
ず

「本
門
八
品
中
の
一
品
二
半
」
で
な
け
れ
ば
滅
後
末
法
の

為
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
而
し
て
上
行
付
嘱
は
そ
の
根
拠
と
し
て
の
久
遠
下
種
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
道
理
で
、
そ
れ
に
重
点
を
お

け
ば
開
近
顕
遠

一
品
二
半
が
問
題
と
な
り
、
付
嘱
に
重
点
を
お
け
ば
本
門
八
品
が
問
題
と
な
る
。
「取
要
抄
』
と

『本
尊
抄
』
で
と
り

あ
げ
ら
れ
た
経
文
の
相
違
は
こ
の
点
に
あ
る
と
考
え
る
。

そ
こ
で
今
試
み
に
当
面
の
文
に
つ
い
て

「心
」
を
補

っ
て

於
本
門
有
二
心
、　
一
涌
出
品
略
開
近
顕
遠

（心
）
前
四
味
並
逃
門
諸
衆
為
令
脱
也
、
二
涌
出
品
動
執
生
疑

一
半
並
寿
量
品
分
別
功

徳
品
半
品
已
上

一
品
二
半
名
広
開
近
顕
遠

（心
）
、　
一
向
為
滅
後
也

と
い
う
文
と
み
れ
ば
、
無
理
に
天
台
の
分
文
と
異
る
も
の
と
せ
ず
と
も
解
釈
が
可
能
か
と
思
わ
れ
る
所
で
あ
る
。

こ
の
解
釈
を
傍
証
す
る
の
が
、
『法
華
取
要
抄
』
の
草
案
と
し
て
、
曽
て
身
延
に
真
蹟
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
二
種
の
う

ち
、
単
に

『取
要
抄
』
と
呼
ば
れ
る

一
本
の
、
当
該
の
箇
所
で
、
即
ち

二
涌
出
品
下
半
品
並
寿
量
品
分
別
功
徳
品
半
品
已
上

一
品
二
半
名
広
開
近
顕
遠
等
也

と

「等
」
の
字
が
あ
ん
。
こ
れ
は
都
守
基

一
氏
が

「
『法
華
取
要
抄
』
の
草
案
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
論
文
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
る

所
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
ま
ち
が
い
な
い
所
と
す
る
と
、
私
見
を
強
く
支
持
す
る
資
料
と
な
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
分
文
で
い

う
と
、　
一
品
二
半
の
中
に
は
略
開
近
顕
遠
、
広
開
近
顕
遠
及
び
総
授
法
身
記
と
弥
勒
総
申
領
解
が
含
ま
れ
て
い
る

（Ｃ

・
Ｄ
）
が
、
内

『法
キ
ネ
妾
炒
』
に
お
け
る
略
ｏ
広
間
近
顕
え
に
つ
い
て



容
と
し
て
は
寿
量
品
の
広
開
近
顕
遠
が
中
心
と
な
る
の
で

「広
開
近
顕
遠
等
」
と
示
さ
れ
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
え
よ

う
。
即
ち
、
少
く
と
も
こ
の

「草
案
」
の
時
点
で
の
聖
人
は
、
天
台
と
異
な
る
分
文
な
ど
考
え
て
い
な
か

っ
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
も

っ
と
も
草
案
の

『取
要
抄
』
が
、
現
存
真
蹟
本
の

『法
華
取
要
抄
』
と
な

っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
更
な
る
検
討
が

必
要
で
あ
ろ
う
が
、
と
も
か
く
、
『法
華
取
要
抄
』
の
略

。
広
開
近
顕
遠
の
分
文
は
天
台
と
同
じ
で
あ
り
、
そ
の

「心
」
に
つ
い
て
、

聖
人
の
独
自
の
見
解
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
で
、
本
抄
の
場
合
は
無
論
、
『本
尊
抄
』
な
ど
他
の
遺
文
の
解
釈
も
無
理

な
く
行
わ
れ
る
故
に
、
こ
の
観
点
を
と
る
こ
と
が
、
日
蓮
聖
人
の
真
意
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

六
、
結
　
　
語

以
上
、
『法
華
取
要
抄
』
に
み
ら
れ
る
略
開
近
顕
遠

。
広
開
近
顕
遠

。
一
品
二
半
等
の
、
経
文
上
に
お
け
る
分
文
に
つ
い
て
、
聖
人

の
そ
れ
が
天
台
と
異
な
る
と
い
う
定
説
に
対
し
、
天
台
と
同
じ
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
私
見
を
提
起
し
、
大
方
の
御
批
判

を
仰
ぐ
も
の
で
あ
る
。

更
に
本
抄
が

「開
近
顕
遠
」
と
い
う
法
義
に
つ
い
て
、
但
に
本
仏
釈
尊
の
久
遠
実
成
の
開
顕
の
み
な
ら
ず
今
日

一
代
の
説
法
の
根
源

を
過
去
五
百
塵
点
の
当
初
に
求
め
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
解
し
、
そ
こ
か
ら
開
近
顕
遠
と
は
未
来
滅
後
末
法
の
為
で
あ
る

こ
と
を
述
べ
て
い
る
こ
と
は
聖
人
の
い
わ
ゆ
る
顕
本
義
を
論
ず
る
時
に
必
ず
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
点
と
考
え
る
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
稿
を
改
め
た
い
。



註

０
　
原
文
は
漢
文
体
で
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
第

一
回
目
は
書
き
下
し
文
で
引
用
す
る
。

②
　
こ
の

「法
華
経
は
滅
後
末
法
の
日
蓮
等
の
為
に
説
か
れ
た
経
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「″法
華
経
は

末
法
日
蓮
等
が
為
″
私
考
」
亀
興
隆
学
林
紀
要
』
第
十
二
号
、
平
成
十
八
年
）
に
於
て
、
私
見
を
述
べ
た
。
遺
憾
な
が
ら
校
正
に
不

備
が
あ
っ
た
が
、
趣
旨
に
は
変
り
な
く
、
従
来
あ
ま
り
明
瞭
で
な
か
っ
た
点
を
明
ら
か
に
し
得
た
と
考
え
る
所
で
あ
り
、
本
論
文
の

趣
旨
と
併
せ
て
大
方
の
御
批
判
を
仰
ぎ
た
い
。

０
　
逃
門
が
再
往
滅
後
末
法
の
為

（『本
尊
抄
』
の

″述
門
の
一
往
、
再
往
〃
は

『取
要
抄
』
の

″述
門
の
順
読
、
逆
読
″
に
対
応
）

で
あ
る
と
は
、
本
門
が
減
後
末
法
の
為
で
あ
る
こ
と
の
強
調
の
為
に
ま
ず
問
題
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
前
掲
拙
稿
四
頁
、

並
び
に
同
註
０
参
照
。
『本
尊
抄
』
『法
華
取
要
抄
』
共
に
同
じ
趣
旨
と
考
え
ら
れ
る
。

０
　
『昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
（以
下

『定
遺
し

八

一
三
頁
。

同
　
「略
開
近
顕
遠
」
と

「広
開
近
顕
遠
」
は
、
天
台
の
分
文
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の

「心
」
と
は
、　
一
往
は
天
台
が
経
文
を
分

節
す
る
に
当

っ
て
根
拠
と
な
っ
た
考
え
方
を
意
味
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
聖
人
は
そ
れ
を
改
め
て

「法
華
経
は
末
法

日
蓮
等
が
為
」
と
す
る
見
方
か
ら
の
解
釈
を
示
そ
う
と
さ
れ
た
わ
け
で
、
経
文
を
ど
の
よ
う
に
分
節
す
る
か
が
当
面
の
問
題
で
は
な

く
、
「開
近
顕
遠
」
と
い
う
法
義
の
改
め
て
の
解
釈
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
故
に
今
の
場
合
は
天
台
の
分
文
は

一
往
の
手
が
か
り
で

あ
り
、
そ
の

「心
」
の
相
違
の
解
明
こ
そ
、
こ
こ
で
の
主
眼
点
と
み
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
猶
、
前
掲
拙
稿

一
三
頁
参
照
。

同
　
『定
遺
』
七

一
四
～
七

一
五
頁
、
及
び
七

一
九
頁
。
猶
、
前
掲
拙
稿
二
～

一
〇
頁
参
照
。

０
　
安
国
院
日
講

『録
内
啓
蒙
』
第
二
〇
巻

一
四
ウ
～
二
〇
ウ

『法
キ
ネ
妾
少
』
に
お
け
る
略

・
広
間
近
顕
上
に
つ
い
て



1251 1241 1231 921 1211 1201 1191 1181 1171 1161 1151 1141 1131 1121 1111 1101 (9) (8)

『日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
教
学
篇
』

一
四

一
頁

ｃ

『大
正
新
脩
大
蔵
経
』

（以
下

『正
蔵
し

〓
一四
巻

一
二
四
頁

ｃ

『正
蔵
』
九
巻
四

一
頁

ａ

『正
蔵
』
九
巻
四
四
頁

ｃ

『正
蔵
』
九
巻
四
四
頁

ｃ

『正
蔵
』
九
巻
六
二
頁

ａ

『正
蔵
』
三
四
巻

一
二
六
頁

ａ

『正
蔵
』
三
四
巻

一
二
六
頁
ｂ

『正
蔵
』
九
巻
四

一
頁

ａ

『正
蔵
』
九
巻
四
四
頁
ｂ

『正
蔵
』
九
巻
四
四
頁
ｂ

『正
蔵
』
九
巻
四
四
頁

ｃ

『正
蔵
』
九
巻
四

一
頁
ｂ

『正
蔵
』
九
巻
四

一
頁
ｂ

『正
蔵
』
三
四
巻

一
二
六
頁
ｂ

『正
蔵
』
三
四
巻

一
二
六
頁
ｂ
～

ｃ

『正
蔵
』
三
四
巻

一
二
七
頁

ａ

『正
蔵
』
三
四
巻

一
二
九
頁
ｂ
～

ｃ



の
　
『正
蔵
』
三
四
巻

一
三
五
頁

ｃ

Ｏ
　
『定
遺
』
八

一
四
頁

④
　
聖
人
の
分
文
は
こ
う
解
し
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
。　
一
例
と
し
て
、
高
田
恵
忍
著

『日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
講
義
』
第

一
三
巻
四

二
頁
の
図
解
は
、
天
台
大
師
と
本
抄
の
分
文
の
比
較
に
便
利
で
あ
る
。

②
　
『定
遺
』
七

一
五
頁

ω
　
「以
本
門
論
之

一
向
以
末
法
之
初
為
正
機
、
所
謂

一
往
見
之
時
以
久
種
為
下
種
大
通

・
前
四
味

。
述
門
為
熟
至
本
門
令
登
等
妙
、

再
往
見
之
不
似
逃
門
、
本
門
序
正
流
通
倶
以
末
法
之
始
為
詮
」
『定
遺
』
七

一
五
頁

０
　
『定
遺
』
八

一
三
頁

０
　
『定
遺
』
八

一
四
頁

０
　
註
０
参
照

０
　
『定
遺
』
八

一
三
頁

ω
　
『定
遺
』
八

一
四
頁

ω
　
『定
遺
』
八

一
四
頁

０
　
『定
遺
』
二
〇
三
二
頁

０
　
『定
遺
』
二
〇
九
七
頁

ω
　
『定
遺
』
二
六
二
九
頁

ω
　
い
ず
れ
も

『定
遺
』
第
三
巻
所
収

０
　
『定
遺
』
七

一
四
頁

『法
キ
ネ
妾
炒
』
に
お
け
る
略

・
広
閉
逍
顕
上
に
つ
い
て



０
　
『定
遺
』
七

一
五
頁

０
　
『定
遺
』
七

一
四
頁

０
　
『啓
蒙
』
二
〇
巻

一
九
丁
ヲ
に
は

「但
動
執
以
下
ヲ
広
開
近
顕
遠
二
属
シ
玉
フ
事
文
句
卜
異
ナ
ル
ノ
ミ
」
と
あ
る
。

０
　
『定
遺
』
八

一
三
頁

ω
　
『定
遺
』
八

一
三
頁

０
　
『定
遺
』
八

一
三
頁

０
　
『定
遺
』
八

一
三
～
八

一
四
頁

０
　
都
守
基

一
稿

「
『法
華
取
要
抄
』
の
草
案
に
つ
い
て
」
翁
大
崎
学
報
』
第

一
五
四
号
）

一
一
六
頁

ω
　
ユ則
掲
拙
稿

一
四
頁
参
照

０
　
都
守
基

一
前
掲
稿
八
五
頁
ｂ
　
但
し
真
蹟
本

『法
華
取
要
抄
』
（法
蔵
館
刊

『日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
第

一
巻

一
九
五
頁
）
で
は

「広
開
近
顕
遠
」
の
遠
の
字
の
這

（し
ん
に
ゅ
う
）
の
下
と
本
紙
の
下
端
の
間
に
ほ
と
ん
ど
余
白
が
な
い
。
然
し
前
後
か
ら
し
て
、

そ
の
下
に

「等
」
の
字
が
あ
っ
た
よ
う
に
も
み
え
な
い
。
猶
、
大
石
寺
所
蔵
の
日
興
書
写
本
は
遺
憾
な
が
ら
未
詳
で
あ
る
。

〈キ
ー
ワ
ー
ド
　
　
法
華
取
要
抄
　
観
心
本
尊
抄
　
開
近
顕
遠
　
一
品
二
半
　
分
文
〉

付
　
記



拙
稿
は
平
成

一
七
年
九
月
六
日
、
法
華
宗
教
学
研
究
所
総
会

に
お

い
て

「
『法
華
取
要
抄
』
に
お
け
る
略

。
広
開
近
顕
遠
に

つ
い

て
」
と
題
し
て
発
表
し
た
原
稿
を
補
訂
し
た
も

の
で
あ
る
。

平
成

一
九
年

一
二
月

一
三
日

『法
キ
ネ
姜
炒
』
に
お
け
る
略

・
広
閉
逍
顕
上
に
つ
い
て


